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光
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（1）新商法下の株主総会と企業支配

序

　
本
稿
の
目
的
は
、
前
稿
．
「
旧
・
新
商
法
下
の
株
主
総
会
と
企
業

支
配
」
（
本
誌
、
第
九
一
巻
第
一
号
、
所
載
）
に
引
き
続
き
、
わ

が
国
企
業
の
支
配
を
新
商
法
下
の
株
主
総
会
と
の
か
か
わ
り
で
取

り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
っ
ぎ
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。
o
新
商
法
下
の
株
主
総
会
も
ま
た
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
と

同
様
、
無
機
能
化
し
て
い
る
こ
と
、
⇔
新
商
法
下
の
経
営
者
に
よ

る
大
株
主
へ
の
根
回
し
は
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
に
比
し
て
、
形
式

化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
お
よ
ぴ
目
新
商
法
下
の
企
。
業
支
配
に
つ
い

て
も
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
と
同
様
、
経
営
者
と
大
株
主
と
の
共
同

支
配
と
呼
ぴ
う
る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

＝
　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
の
実
態

　
は
じ
め
に
、
新
商
法
下
の
株
主
総
会
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。
こ
こ
で
は
、
実
態
分
析
の
対
象
を
株
主
総
会
出
席
株
主
、

株
主
総
会
進
行
状
況
、
委
任
状
勧
誘
・
書
面
投
票
、
大
株
主
懇
談

会
お
よ
び
特
殊
株
主
（
総
会
屋
）
の
五
つ
に
絞
り
、
『
株
主
総
会

　
＾
1
）
白
書
』
（
大
和
証
券
経
済
研
究
所
H
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八

二
－
八
三
年
調
査
、
以
下
で
は
大
和
証
券
調
査
と
略
称
）
に
基
づ

い
て
こ
れ
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
新
商
法
に
よ
る
株

主
総
会
の
開
催
は
、
一
九
八
三
年
の
一
月
総
会
か
ら
始
ま
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
こ
年
七
。
月
以
降
の
株
主
総
会

を
対
象
と
す
る
八
三
年
の
大
和
証
券
調
査
に
は
、
同
年
七
月
の
調

査
時
点
に
お
い
て
、
新
商
法
に
よ
る
株
主
総
会
を
ま
だ
開
催
し
て
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一橘論叢第91巻第5号（2）

表1資本金規模別回答企業数

　　の内訳　　　　　　　祉数

資本金

年次1 1982 1983

5億円以下 32 44

10 ” 116 175

20 〃 153 238

30 〃 77 11ア

50 〃 78 12ア

100 ” 103 155

300 ” 69 106

500 ” 23 32

1I000 〃 8 17

1，000億円超 10 15

計
1… 1’026

出所1『株主総会白書』1982年版13頁図表

　　　2およぴ1983年版13頁図衰2から
　　　作成。

い
な
か
っ
た
企
業
か
ら
の
回
答
も
一
都
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
だ
が
・
そ
れ
は
回
答
企
業
数
一
、
〇
二
六
社
中
九
八
社
（
九
．

六
％
）
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
八
三
年
の
同
調
査
は
、
新
商
法
下
の

株
主
総
会
の
実
態
を
あ
ら
か
た
示
す
も
の
と
解
し
て
差
し
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
の
八
三
年
調
査
を
中
心

と
し
て
、
旧
商
法
下
の
八
二
年
調
査
と
対
比
し
な
が
ら
、
実
態
分

析
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
大
和
証
券
調
査
に
お
け
る
回
答
企
業
数
．
回
答
率
は
、

八
二
年
が
一
、
七
五
五
社
中
六
六
九
社
、
三
八
．
一
％
、
八
三
年

が
一
、
七
七
八
社
中
一
、
〇
二
六
社
、
五
七
．
七
％
で
あ
り
、
ま

た
回
答
企
業
数
の
資
本
金
規
模
別
内
訳
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

表2 現実出席株主数
批致，（ ）内％

~l~~!;* (A) 
1982 1983 

l-20 45 (6.8) 58 (5.7) 

21-40 140 (21.0) 193 (19.0) 

41-60 155 (23.3) 226 (22.3) 

61-80 101 (1S.2) 153 (15.1) 

81-100 66 (10.0) llO (10.8) 

101-150 68 (l0.2) 123 (12.1) 

151-200 33 (5.0) 47 (4.6) 

201-300 34 (5.1) 52 (5.1) 

301 '~ J~ 24 (3.6) 52 (5,1) 

~
l
 

~~:Fl 666(100.0) l,014(lO0.0) 

~~~l 
~
~
F
1
 

3
 

12 

~
f
 

669 1,026 

出所1前掲質料1982年版54頁図表62およぴ1983隼版66頁図

　　　表96から作肌

H
　
株
主
総
会
出
席
株
主
の
実
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
．

　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
株
主
は
、
現
実
出
席
株
主

（
総
会
に
み
ず
か
ら
出
席
し
議
決
権
を
行
使
す
る
株
主
）
と
、
委

任
状
出
席
株
主
（
総
会
に
み
ず
か
ら
は
出
席
せ
ず
代
理
人
に
よ
っ

て
議
決
権
を
行
使
す
る
株
主
）
ま
た
は
書
面
投
票
出
席
株
主
（
総

会
に
み
ず
か
ら
は
出
席
せ
ず
議
決
権
行
使
書
と
い
う
書
面
に
よ
っ

て
議
決
権
を
行
使
す
る
株
主
）
と
か
ら
な
る
。
そ
の
実
態
に
関
す
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（3）　新商法下の株主総会と企業支配

る
分
析
縞
果
を
示
せ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
表
2
お
よ
ぴ
表
3
は
、
現
実
出
席
株
主
の
人
数
と
そ
の
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
調
査

結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
か
ら
、
そ
の
人
数
は
回
答
企

業
の
大
半
（
七
九
．
四
％
）
に
お
い
て
二
一
－
一
五
〇
人
で
あ
っ

た
こ
と
、
な
か
で
も
二
一
－
八
O
人
が
固
答
企
業
の
五
六
・
四
％

に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ

表3現実出席捧主の持株比率（対発行済株式総数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　社凱（）内％

~1~~* (~~) 
~~~ 

1982 1
 
1983 

0.01 ~~:T 37 (5.6) 21 (2,1) 

o.05 ll 38 (5.8) 31 (3.1) 

0.1 ll 24 (3.6) 20 (2.0) 
0.5 ll 61 (9*3) 41 (4.1) 
l
 

!l 67 (l0.2) 53 (5.4) 
3
 

ll 109 (16.5) 135 (13.7) 
5
 

l
l
 52 (7.9) 86 (8.7) 

10 ll 74 (11.2) 159 (16.1) 

15 !
l
 61 (9.3) 121 (12.2) 

20 J
r
 42 (6.4) 79 (8,0) 

30 ll 42 (6.4) 95 (9,6) 

30 ~~: 52 (7.9) 148 (15.0) 
~
I
 

~~~q 
t
 

659(lO0.0) 989(100.0) 

~t~~I ~~cF1 10 37 

　　　　計　1669　1・・…
出所：前掲貸料1982年版54頁図菱63およぴ1983年版6フ頁図
　　　…更97出・らイ乍’戎o た

と
読
め
る
。
ま
た
表
3
か
ら
、
そ
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済
株

式
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
六
〇
・
九
％
）
に
お
い
て
五

％
超
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
よ
り
も
や
や
高

か
つ
た
と
読
め
る
。
つ
ぎ
に
表
4
お
よ
ぴ
表
5
は
、
委
任
状
一
書

面
投
票
出
席
株
主
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
そ
の

持
株
比
率
（
対
総
会
出
席
株
主
持
株
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
4
か
ら
、
そ
の
持
株

　
　
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数

（
六
八
．
O
％
）
に
お
い
て
五
0
1
八
O
％
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と

　
　
＾
3
〕

読
め
る
。
ま
た
表
5
か
ら
、
そ
の
持
株
比
率
（
対
総
会
出

席
株
圭
持
株
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
六
二
・
九

％
）
に
お
い
て
七
0
1
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ

る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
ほ
ぽ
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
読
め

る
。
さ
ら
に
表
6
お
よ
ぴ
表
7
は
、
総
会
出
席
株
主
の
株

主
比
率
（
対
総
株
主
数
）
と
そ
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済

株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
6
か
ら
、
そ
の
．
株
主
比
率
（
対
総
株

主
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
五
六
・
三
％
）
に
お
い

て
一
五
－
三
〇
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
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~~5 ~ii~3~~･~~~~i~:~=~I~~~;1~~;(D~~ 

~;~~) ~t~~, ( )P9~~. 

-~~i~~~~~ ~~91~ ~~5~~ (4) 

~~4 ~i~E:~'**~i~~:~;~tI~~~~~~(D~~ 

~h~C, ( )P~"/. 

¥¥ LF~~ I~]~~c* (%~¥ 
¥ L~~~' 1983 [~~~~C_-(~~¥ 

1982 1983 
1982 

10 ~~tl~ 17 (2.6) 
6 (0.9) 10 (1.0) 

20 ll 12 ,(1.8) 
8 (1.2) 36 (3.6) 

30 !l 16 (2.5) 
16 (2.5) 45 (4.5) 

40 l! 12 (1.8) 
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185 (28.5) 234 (23.3) 

90 ll 107 (16.4) 
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~
f
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60 ll 46 (7.0) 85 (8.7) 30 ll S4 (12.7) l02 (l0.4) 

70 !l 168 (25.6) 100 (l0.2) !l 35 39 (5.9) 58 (5,9) 

80 !l 240 (36.6) 154 (15.8) !l 40 28 (4.2) 36 (3.7) 

90 !l 135 (20.6) 198 (20.3) 45 ll 12 (1.8) 21 (2.1) 

lOO !l 26 (4.0) 262 (26.S) 50 ll 8 (1,2) lO (1.0) 

~l ~~* 656(100.0) 976(100.0) SO ~~} 
29 (4.4) 39 (4.0) 

~~~~l~:* 13 so ~1 ~~* 660(100.0) 984(100.0) 
~~;~1~~* 9

 
42 

~f 669 1,026 ~t 669 l,O~'-6 

~~~f : ~1t~~t*~~ 1982 ~~~~~ 53 ;~:~I~i~ 61 ~5 J: ~f 1983 

i~~~Z 66 ~:~l~~ 95 h' bfi~J~. 

l~~f= ~'J~~~*;~1932 ~p~S~53 ~:~l~~60 ,~ J: ~f 1983 

~F~~~ 65 ~:~l~~ 94 ~･ ~f~;~. 

574 



（5）新商法下の株主総会と企業支配

二
年
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
読
め
る
。
ま
た
表
7
か
ら
、

そ
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数

（
六
二
．
九
％
）
に
お
い
て
七
0
1
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
こ
と
、

な
か
で
も
八
0
1
一
〇
〇
％
が
回
答
企
業
の
四
七
・
一
％
に
及
ん

だ
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
よ
り
も
や
や
高
か
っ
た
と
読

め
る
。
さ
い
ご
に
表
8
は
、
出
席
特
殊
株
主
の
人
数
に
つ
い
て
、

そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
8
か
ら
、
そ
の
人
数

表8　出席特殊株主数

社数，（）内％

回答（人）

431（43－1）

311（31・1）

125（12．5）

63（6，3）

24（2．4）

15（1．5）

12（1．2）

2（O，2）

5（0．5）

12（1－2）

1，000（100－0）

　　26

115（18－1）

135（21．2）

104（16．4）

71（11．2）

58（9．1）

31（4．9）

22（3．5）

21（3．3）

28（4，4）

51（8－O）

636（100．O）

33

3以下
6”

10”

14”

18”

23”

28”

35”1
35超

回　答
無回答

計 669 1I026

出所：前掲資料ユ982年版56頁図表砧およぴ1983年版69頁図
　　　表99から作成。

は
回
答
企
業
の
大
半
（
七
四
・
二
％
）
に
お
い
て
ぜ
口
ま
た
は
三

人
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
か
で
も
出
席
な
し
が
回
答
企
業
の
四

三
．
一
％
に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
よ
り
も
か

な
り
減
っ
た
と
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
商
法
下
の
株
主
総
会
出
席
株
主
の
実
態

は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

o
④
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
現
実
出
席
株
主
の

　
人
数
は
一
五
〇
人
ど
ま
り
で
あ
っ
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、

　
そ
の
持
株
比
率
は
発
行
済
株
式
総
数
の
五
％
を
超
え
、
八
二
年

　
よ
り
も
や
や
高
か
っ
た
、
H
④
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と

　
同
じ
く
、
委
任
状
・
書
面
投
票
出
席
株
主
の
持
株
比
率
は
発
行

　
済
株
式
総
数
の
五
〇
％
を
超
え
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、
八

　
二
年
と
同
じ
く
、
そ
の
持
株
比
率
は
総
会
出
席
株
主
持
株
総
数

　
の
七
〇
％
を
超
え
た
、
目
④
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同

じ
く
、
総
会
出
席
株
主
の
株
主
比
率
は
総
株
主
数
の
一
五
」
三

〇
％
に
留
ま
っ
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、
そ
の
持
株
比
率
は

発
行
済
株
式
総
数
の
七
σ
％
を
，
超
え
、
八
二
年
よ
り
も
や
や
高

　
か
っ
た
、
㈲
多
く
の
企
業
で
は
、
出
席
特
殊
株
主
の
人
数
は
ぜ

　
口
ま
た
は
三
人
以
下
で
あ
り
、
八
二
年
よ
り
も
か
な
り
減
．
っ
た
、

と
o
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一橘論叢第91巻第5号（6）

表10書面による質問の有無・対応策

　　　　　　　　　　社数1（〕内％

回答

年次

当該株主の出席があり
答えた

当該株主が出席しなか
つたので答えなかった

当該株主が出席しなか
ったけれど積極的に答
えた

有

無

回　　　答

無　回　答

計

1983

47（28．8）

111（68－1）

5（3．1）

163（16－3）

838（83．7）

1，001（100－0）

　25

1・μ
出所1前掲資料1983年版61頁図表87から作成。

表9発言株主数
社数。（）内％

1982 1983

O 285（42．9） 725（72，3）

1 156（23．5） 143（14．3）

2 125（18．8） 68（6．8）

3 68（10．2） 30（3．0）

4 19（2－9） 11（1．1）’

5 7（1．1） 10（1．O）

6 1（O．2） 4（O－4）

7 1（O．2） 5（0．5）

8 3（O．5） 3（O．3）

9 0　（0－O） 1（O．1）

10－14 O　（O－0） 3（O．3）

15以上 O（0．0） O　（O．0）

回　　答 665（100．0） 1，003（100．O）

無回答 4 23

計 669 1，026

出所：前掲費料1992年版49頁図表5oおよぴ1983

年版62頁図表蘭から作成。
壮三r毘畿たLl　r裕成1たどの単純な発言は除く。注．「異畿なL」「賛成」たとの単純な発言は除く。

　を　も　　　←1　表12議案に対して質疑

ま示と新　　　　　　　　　　　　をした発言株主数ずせで商一株　　　　　　　社飢（）内％

表ぱ開法主
這卓奏裏嚢x
発の。主行　　0　　621（93・4）
言とそ総状　　1　　24（3・6）
株おの会況　　2　　16（2．4）
主り進はの　　3　　3（O．5）
ので行’実　　4　　0（O．0）
人あ状以態　　5　　1（O－2）
数る況上　　　6　　0（O．o）
にoのの　　　7　　0（0．O）
つ　実よ　　　8　　0（O．O）
い　態う　　　9　　0（O．O）
てにな　lO以上O（C．O）’　関出　　回　答　665（100．0）
そ　す席　　無回答　　・
の　　る株
調　　分主　　　計　　669
査　析構　　蜥＝前掲鮒ユg82年版4g頁醜
結　結成　　　56から作成。
果果の　注1賛成意見は除く・

表11一般株主からの質

　　問件数社数，（）内％

　0
　1
　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10以上
回　　答

無回答
　計

752（91．2）

40（4．8）

12（1．5）

　7（0，8）

　4（0．5）

　4（O．5）

　1（0．1）

　O（O－0）

　1（0．1）

　1（O－1）

　3（0．4）

825（100．O）

201

l1I・・6

瞠所1前掲資料1983年版63頁図表
　　90から作成。
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（7）　新商法下の株主総会と企業支配

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
9
か
ら
、
そ
の
人
数
は
回
答
企
業
の

圧
倒
的
多
数
（
九
六
・
三
％
）
に
お
い
て
ゼ
ロ
ま
た
は
三
人
以
下

で
あ
っ
た
こ
と
、
な
か
で
も
発
言
株
主
な
し
が
回
答
企
業
の
七

二
．
三
％
に
達
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
よ
り
も
か

な
り
減
っ
た
と
読
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
萎
言
株
主
は
、

議
案
等
の
報
告
・
議
事
に
対
し
て
質
間
を
し
た
り
、
反
対
意
見
を

述
べ
た
り
、
あ
る
い
は
動
議
を
出
し
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
表

1
0
、
表
u
、
表
1
2
、
表
H
お
よ
ぴ
表
1
4
は
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を

行
っ
た
株
主
の
人
数
ま
た
は
件
数
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
調
査
縞

果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ま
ず
表
1
0
は
、
総

会
開
催
前
の
書
面
質
間
の
有
無
・
対
応
策
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査

結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
1
0
か
ら
、
書
面
質
問
は
回
答
企

業
の
犬
半
（
八
三
・
七
％
）
に
お
い
て
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

反
対
に
、
書
面
質
間
が
あ
っ
た
も
の
は
回
答
企
業
の
わ
ず
か
一

六
．
三
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
過
半
数
（
六
八
・
一
％
）
で
は

当
該
株
主
が
欠
席
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
書
面
質
問
は
無
効
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
面
に
よ
る
株
主
の
質
問
権
が
有
効

に
行
使
さ
れ
た
の
は
、
回
答
企
業
の
わ
ず
か
五
・
一
％
に
す
ぎ
な

・
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ぎ
に
表
1
1
は
、
一
般
株
圭
か
ら
の
質

間
件
数
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

u
か
ら
、
そ
の
質
間
件
数
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
一
・

二
％
）
に
お
い
て
ぜ
口
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
書
面
に
よ
る
株
主
の
質
問
も
、
一
般
株
主
か
ら
の
質
問
も
、

と
も
に
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
に
お
い
て
全
く
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
八
二
年
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ら
の
事

項
に
関
す
る
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
表
1
2

を
掲
げ
て
お
こ
う
。
表
1
2
は
、
議
案
に
対
し
て
質
疑
を
し
た
発
言

株
主
の
人
数
に
つ
い
て
、
‘
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表13議案に対して反対意見を述べた発言

　　　株主数　　　　　　　杜激．〔内％殊王歌 杜数、（ 〕内％

1982 1983

0 657（98．9） 970（96．8）

1 5 （0．8） 18 （L8）

2 1 （0．2） 6 （0．6）
3 0 （O－0） 3 （O．3）
4 O （O．O） 0 （O－0）
5 1 （O．2） 1 （0，1）
6 O （O．0） 0 （O－0）
7 O （0．O） 2 （O－2）
8 O（0．O） 2 （0．2）
9 0（0．O） 0 （0．O）

10以上 0（0．O） O（O．O）

回 答 664（100．O） 1，002（100．O）

無回答 5 24

計 669 1．026

出所：前掲資料19呂2年版50頁図表5アおよぴ1983年放

　　　63頁図表89から作成。
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一橋論叢　第91巻　第5号　（8）

たをかほ％表
も述っと）12
のべたんにか
でたとどおら
あ発読質い’
る言め問てそ
。株るなぜの
表主。し口人
13のさとで数
か人らいあは
ら数にう　つ回
’に表事た答
そつ13態こ企
のいははと業
人て　’八がの
数’議二分圧
はそ案年か倒
回のにとる的
答調対ほ　。多
企査しぼこ数
業縞て変の（
の果反わこ九
圧を対り　と三
倒示意がか・
的し見なら四

表14動議の有無・内容
社敏，（〕内％

年次
回答

1982 1983

’議案の修正について 5（1．7） 5（6．O）

議事進行について 2η（93．O） 70（83．3）

そ　　　の　　　他 16（5．4） 9（10．7）

有 298（ヰ4．6） 84．（8・5）

無 3アO（55，4） 904（91．5）

回　　　答 668（100，0） 988（100．0）

無　回　答 5 43

計 673 1I031

出所1前掲資料1982年版51頁図表59およぴ1983年版“頁図表93

　から作成。
注：重複回答。

▲元た14そ多
＿　　もはれ数
年　　の　’は（
よ五で動▲空
婁色奮警ボ
は　　。有と八
る隻表無変色
か　　14・わ　し、
に　か内りに　て少な≒蒼がお
な　　　にないかか動つかてi
つ｛議いつぜ
た’はてた口
と」回　、とで読差答そ読あ
雲分菱嘉㍑
。かの査。こ
まる圧結つと
た　　倒果づが
表そ的をい知
14れ多示てれ
かは数し表る

表15株主総会制度になじまない発書の有無・処置

　　　　　　　　　　　　社数I（〕内％

年次
回答

1982 1983

議長が答えた 8（66．7） 26（70－3）

他の株主の発言にさ
えぎられた

2（16．7） 1（2．7）

無　　　視 1（8－3） 8（21－6）

そ　の　他 1（8－3） 2（5．4）

有 12（1．8） 3ア（4．6）

無 643（98．2） 764（95．4）

回　　　答 655（100，O） 801（100．O）

無　回　答 14 225

計 669 1，026

出所1前掲資料1982年版51頁図表58およぴ1983年版64頁図表91

　から作成。
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（9）新商法下の株主総会と企業支配

ら
、
動
議
に
つ
い
て
は
、
八
二
年
と
同
様
、
「
議
事
進
行
に
つ
い

て
」
の
動
議
が
有
回
答
企
業
の
大
半
（
八
三
・
三
％
）
を
占
め
た

こ
と
が
知
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
株
主
総
会
で
は
、
以
上
に
み
た
発
言
、
す
な
わ
ち

質
問
、
反
対
意
見
お
よ
ぴ
動
議
の
ほ
か
に
、
取
締
役
に
対
す
る
中

傷
な
ど
の
よ
う
な
株
主
総
会
制
度
に
な
じ
ま
な
い
萎
言
が
時
と
し

て
見
ら
れ
る
。
表
∬
は
、
こ
う
し
た
発
言
の
有
無
・
処
置
に
つ
い

て
、
そ
の
調
査
結
果
を
．
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
H
か
ら
、
こ
う

し
た
菱
言
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
五
・
四
％
）
に
お
い

て
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か

表16退場命令に関する議長権限の行

　　　使の有無　　　　社数，（）内％

退場を命じた

退場を命じなかつた

秩序を乱すような事態が
生じた

租序を乱すような事態は
生じなかった

　　　　回　　答

　　　　無回答

出所：前掲資料1983年版榊頁図表92から作戒．

っ
た
と
読
め
る
。
ま
た
表
H
か
ら
、
こ
う
し
た
発
言
に
対
し
て
は
、

八
二
年
と
同
様
、
「
議
長
が
答
え
た
」
と
す
る
も
の
が
有
回
審
企

業
の
過
半
数
（
七
〇
二
二
％
）
を
占
め
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ

か
ら
表
1
6
は
、
退
場
命
令
に
関
す
る
議
長
権
隈
の
行
使
の
有
無
に

つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
1
6
か
ら
、

そ
の
権
隈
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
九
・
O
％
）
に
お
い

て
「
秩
序
を
乱
す
よ
う
な
事
態
は
生
じ
な
か
っ
た
」
た
め
行
使
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
い
，
こ
に
表
〃
は
、
株
主
総
会
の

所
要
時
間
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
1
7
か
ら
、
そ
の
所
要
時
間
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九

三
・
五
％
）
に
お
い
て
六
〇
分
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
か
で
も

二
〇
1
三
五
分
が
回
答
企
業
の
六
〇
・
七
％
に
及
ん
だ
こ
と
、
・
さ

ら
に
六
〇
分
超
が
回
答
企
業
の
六
・
五
％
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ

る
。
こ
れ
を
八
二
年
と
対
比
し
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
六
〇
分
以

下
が
回
答
企
業
の
九
九
・
九
％
に
達
し
た
も
の
の
、
一
〇
－
二
五

分
が
回
答
企
業
の
八
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
六

〇
分
以
下
と
い
う
所
要
時
間
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ
た
こ

と
、
し
か
し
同
じ
六
〇
分
以
下
と
い
っ
て
も
、
八
二
年
に
は
二
五

分
以
下
が
極
め
て
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
八
三
年
に
は
二
五
－
六

〇
分
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
八
二
年
に
は
六
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一橋論叢　第91巻　第5号　（10）

表17 株主総会の所要時間
　　　　　　　　　　　　社数，（ ）内％

5以下
10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

90

120

150

180

240

300

360

420

480

480超
回　　答

無回答

計

1982

　0（O－O）

16（2，4）

174　（26．O）

253（37．9）

124（18，6）

69（10．3）

14

7
8
0
0
2

（2．1）

（1．O）

（L2）

（O．O）

（O，0）

（0．3）

（O．1）

668（100，O）

　1

669

1983

　2（O．2）

　3（0．3）

21（2，1）

83（8．2）

198　（19，5）

273　（26．8）

146（14．4）

92

5ア

35

18

23

30

13

　8

　4

　2

　4

　1

　2

　1

　1

（9．O）

（5．6）

（3．4）

（1．8）

（2．3）

（2．9）

（1．3）

（O－8）

（0－4）

（O．2）

（O－4）

（0．1）

（O－2）

（O．1）

（O－1）

1，017（100－0）

　　9

1，026

出所1前掲資料1982年版47頁図表53およぴ1983年版59頁図
　　　表83から作成。

○
分
超
が
わ
ず
か
一
社
し
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
八
三
年
に
は

そ
れ
が
六
六
杜
も
あ
っ
た
こ
と
が
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
商
法
下
の
株
主
総
会
進
行
状
況
の
実
態

は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

○
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
菱
言
株
主
の
人
数
は
ぜ
口
ま
た
は
三

人
以
下
で
あ
り
、
八
二
年
よ
り
も
か
な
り
減
っ
た
、
⇔
④
ほ
と
ん

ど
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
報
告
・
議
專
に
対
し
て
株

動
議
に
限
ら
れ
た
、
⇔
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、

く
、
株
主
総
会
制
度
に
な
じ
ま
な
い
発
言
は
出
な
か
っ
た
、

と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
退
場
命
令
に
関
す
る
議
長
権
隈
は
行
使
さ

れ
な
か
っ
た
、
㈲
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、

株
主
総
会
は
六
〇
分
以
下
で
終
了
し
た
が
、
八
二
年
と
遼
っ
て
、

二
五
－
六
〇
分
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
一
部
に
は
株
主
総
会
の
長

時
間
化
が
見
ら
れ
た
、
と
。

主
か
ら
の
書
面
質
問

も
一
般
株
主
か
ら
の

質
問
も
出
な
か
っ
た
、

◎
ほ
と
ん
ど
の
企
業

で
は
、
八
二
年
と
同

じ
く
、
議
事
に
対
し

て
反
対
意
見
も
出
な

か
っ
た
、
◎
ほ
と
ん

ど
の
企
業
で
は
、
動

議
も
甘
ず
、
八
二
年

よ
り
も
か
な
り
減
っ

た
、
そ
の
動
議
は
せ

い
ぜ
い
議
事
進
行
の

　
　
八
二
年
と
同
じ

　
　
　
　
　
㈲
ほ
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（11）　新商法下の株主総会と企業支配

表18薔面投稟制度・委住状勧誘制度の採用

　　　　　　　　　　　　　　　杜数。（）内％

表19委任状勧誘の有無
　　　対象　　社数，（）内％

年次 1982 年次

回答 回答
1983

全株主に対 624（98．0）
書面投票制度の適用を受ける企業

して 書面投票制度を採用した 86 （8．5）

一部株主に
対して

13（2．0） 委任状勧誘制度を採用した 735（73．1）

その他の企業
有 637（98．2） 金株主に対して委佳状勧誘を行った 164（16－3）

無 12（1－8） 一部株主に対して委任状勧誘を行った 18 （1．8）

回　　答 649（100．O） 委任状勧誘を行わなかった 3 （O．3）

無回答 20 回 答 1，O06（100．O）

計 669 無　　回　答 20

出所1前掲賢料1982年版2フ頁図 計 1，026

⊥　　’　＾　　　■ ＿　一■一

出所1前掲賢料1982年版2フ頁図
　　　表18から作成。

出所：前摺資料1983年版41頁図表50から作成。

　注1書面投票制度の適用を受ける企業が委任状勧誘請■」度を採用Lた

　　場合．全株主が勧誘の対象となる。

⇔
　
委
任
状
勧
誘
・
書
面
投
票
の
実
態

　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
開
催
に
先
立
っ
て
、

株
主
に
対
す
る
委
任
状
勧
誘
ま
た
は
株
主
の
書
面
投
票
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
実
態
に
関
す
る
分
析
結
果
を
示
せ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
ま
ず
表
1
8
は
、
委
任
状
勧
誘
制
度
ま
た
は
書
面
投
票
制
度
の
採

用
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

1
8
か
ら
、
書
面
投
票
制
度
は
回
答
企
業
の
わ
ず
か
八
・
五
％
に
お

い
て
採
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
反
対
に
委
任
状
勧
誘
制
度

は
、
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
一
・
二
％
）
に
お
い
て
採
用

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
勧
誘
の
対
象
は
勧
誘
企
業
の
圧
倒
的
多
数

（
九
八
・
○
％
）
に
お
い
て
全
株
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
八
二
年
の
調
査
で
は
、
こ
の
事
項
に
関
す
る
調
査
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
表
1
9
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
表
1
9

は
、
委
任
状
勧
誘
の
有
無
・
対
象
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
1
9
か
ら
、
そ
の
勧
誘
は
回
答
企
業
の
圧

倒
的
多
数
（
九
八
・
二
％
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
勧

誘
の
対
象
は
有
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
八
・
O
％
）
に
お

い
て
全
株
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
全
株

主
を
対
象
と
す
る
委
任
状
勧
誘
は
八
二
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
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一橋論叢 第91巻 第5号（12）

表20委任状・書面投票の返送率（対
　　　I発送数）　　　　　社数、（〕内％

表21委任状・書面投票の返送率
　　　（対発行済株式総数）

　　　　　　　　　　社数，（　）内％社数，（）内％

1982 1983

1982 1983

10以下 4　（O．6） 22 （2．2）

10以下 6 （0．9） 10 （1．0） 20 〃 224（34．6） 336（33．5）
20 〃 8 （1．2） 36 （3．6） 30 ”

” （2．5） （4－5）

290（44．8） 435（43．4）
30 16 45

40 ”

40 〃 22 （3．4） 54 （5－4）
69（10．6） 122（12．2）

50 ” 23 （3．5） 34
50 〃 33 （5．1） 80 （8，0）

（ふ4）

60 〃 14 （2．2） 22
60 〃 96（14．8） 182（18－1）

（2・2）

70 〃

” 1ア8（27－5） 26ア（26－6）
9 （1．4） 17

70
（1．7）

80 〃

80 〃 185（28－5） 234（23．3）
10 （1．5） 9 （0．9）

90 ”

90 〃 93（14．4） 80（8－0）
4 （0．6） 3 （0－3）

（1．7） 17（1．7）
100 〃

100 〃 11 1 （O．2） 3 （0－3）

回 答 648（100－0） 1，005（100．O） 回 答 648（100．O） 1，003（100－0）

無回答 21 21 無回答 21 23

計 669 1，026 計 669 1，026

出所： 前掲費料1982年版28頁図表20尭よぴ1983 出所： 前掲資料1982年版28頁図表19およぴ1993
生胴42百蘭弗52加』作甫一 住肺』1百嗣事占1｛』佑甫一

出所：前掲資料1982年版28頁図表19およぴ1，
　　　年版41頁図表51から作成。
　注：ユ992年は委任状の返送寧のみ。

所：前掲費料1982年版28頁図表
　　年版42頁図表52から作成。

注11982年は委任状の返送率のみ

な
か
っ
た
と
読
め
る
。
つ
ぎ
に
表
2
0
お
よ
ぴ
表
2
ー
は
、
委
任
状
・

書
面
投
票
の
返
送
率
（
対
発
送
数
）
と
そ
の
返
送
率
（
対
発
行
済

株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
．
ら
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
表
2
0
か
ら
、
そ
の
返
送
率
（
対
発
送
数
）
は
回
答
企
業

の
大
多
数
（
八
九
・
○
％
）
に
お
い
て
一
0
1
四
〇
％
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
読
め

る
。
ま
た
表
2
ー
か
ら
、
そ
の
返
送
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
は

回
答
企
業
の
過
半
数
（
六
八
・
○
％
）
に
お
い
て
五
0
1
八
○
％

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ

た
と
読
め
る
。
さ
ら
に
表
2
2
は
、
金
部
ま
た
は
一
部
の
議
案
に
対

し
「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
・
書
面
投
票
の
割
合
（
対
発
行

済
株
式
総
数
）
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
表
2
2
か
ら
、
そ
の
割
合
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
は
回
答
企

業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
七
・
五
％
）
に
お
い
て
ゼ
ロ
ま
た
は
一
％

以
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
か
で
も
一
％
以
下
が
回
答
企
業
の
七

八
・
三
％
に
及
ん
だ
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り

が
な
か
っ
た
と
読
め
る
。
つ
づ
い
て
表
2
3
は
、
金
部
の
議
案
に
対

し
「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
調

査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
3
か
ら
、
こ
う
し
た
委
任
状

は
回
答
企
業
の
大
半
（
八
四
・
四
％
）
に
お
い
て
受
任
さ
れ
た
こ
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（13）漸商法下の株主総会と企業支配

表23金部の議案に対しr否」の指

　　示のある委任状の取扱い

　　　　　　　　　社数、（〕内％

1982 1983

受任しない 155（23．9） 141（15．6）

受任する 494（76．1） 765（84．4）

回　　　　答 649（100．0） 906（l00．0）

無　回　答 20 120

計 669 1，026

表22全部または一部の議案に対し

　　「否」の指示のある委任状・響

　　面投稟の割合（対発行済株式

　　総数）　　　　　社数，〔）内％

1，1（、、6）ぶ

0

1以下

出所1前掲賢料1982年版29頁図表21およぴ19S3
　　年版43頁図表54から作成。

表24　議案に対し「賛・否」の指示の

　　　ない委任状・書面投票の割合

　．　（対発行済株式総数）

　　　　　　　　　社凱（　）内％
¥ ~F~~ I~]~~* (%~¥ 

1982 1983 

o
 

16 (2.8) 15 (1.8) 

10 ･~iT 80 (14.2) 116 (13.8) 

20 !l 29 (5.1) 49 (5.8) 

30 !l 22 (3.9) 3s (4.2) 

40 v 23 (4.1) 52 (6.2) 

SO ll 37 (6.6) 76 (9,0) 

60 ll 65 (11.5) ll4 (13.6) 

70 ll 70 (12.4) 97 (ll.S) 

80 ll 79 (14.0) 97 (ll.5) 

90 k 76 (13.5) l06 (12.6) 

lOO ll 67 (11.9) 83 (9.9) 

~] ~;* 564(lO0.0) 840(100.0) 
~!;~J~~:.~* l05 186 

~
f
 

669 1,026 

10超

回　　答

無回答

　計

1！2（17．6）

510（ア9，9）

　6（1．0）

　2（O．3）

　O（0．O）

　4（O．6）

　1（O．2）

　1（O，2）

　1（O．2）

　0（0．0）

　1（O．2）

一〇（0．O）

638（100．0）

31

189（19，1〉

773　（78．3）

13（1．3）

　4（O．4）

　1（0．1）

　3（〇一3）

　2（O．2）

　0（O－O）

　0（0．O）

　O（0．0）

　1（O－1）

　1（O，1）

987（100．0）

39

出所1前掲資料1982年版30頁図表22およぴユ983
　　年版44頁図表55から作成。
注：1982年は委任状の割合のみ。

出所：前掲資料1982年版30頁図表23およぴユ983

　　年版45頁図表51から作戒。
注：一ユ982年1ま委任状の割合の＾

　　　　　りつ九済の数状議がと
　　　　　がた・株で）・案なが
　　　　　なこ二式あに書にか分
　　　　　かと％総るつ面対っか
　　　　　つが）数。い投したる
97（115）た知に）表て票rと。
　　　　　とれおは24’の賛読そ
　　　　　読るい回かそ割・めれ
・・（・・）Iギ芸ズ紅査㍗
：1：岬、ザ蓋嘉琵墓乗秦子

　　　　　ご二○過合を行のらほ
　　　　　に年○半（示済な表ぽ
　　　　　表と％数対し株い24変
　　　　　21変で（発た式委はわ
　　　　　おわあ五行も総任’り

’
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一橋論叢 第91巻 第5号（14）

表25　法人株主からの委任状・書面投

　　　票の返送率（対法人株主持蛛総

　　　数）　　　　　　　社数，（）内％

表26法人株主からの委住状・書面

　　　投票について「否」の指示の

　　　ある委任状・書面投票の割合

　　　（対法人株主持株総数）

　　　　　　　　　　　社数■（一）内％+i~C, ( ')F'~~o 

¥. ~p~~ ~l~~* (%~¥ 

1982 1983 

¥ ~P~~ ~l~~* (%~¥ 

1982 1983 5 ,~tf 2
 
(0.4) 4

 
(o.5) 

lO 
l
l
 

2
 
(0.4) 8

 
(1.0) 

o
 

581 (93.9) 892 (93.7) 20 
!
l
 

3
 
(o.6) 19 (2.4) 

1 ･~T 35 (5.7) 57 (6.0) 30 
J
$
,
 

8
 
(1.5) 13 (1.6) 

5
 
!l 1

 
(0.2) 2

 
(0.2) 40 !l 10 (1.9) 30 (3,7) 

10 ll 1
 
(o.2) o

 
(0.0) 50 ll 13 (2.4) 39 (4.8) 

20 !l o
 
(0.0) o

 
(0,0) 60 ll 27 (5,1) 38 (4.7) 

30 
l
l
 

o
 
(0.0) l

 
(0.1) 70 ll 63 (ll.9) 85 (10,5) 

40 
!
l
 

o
 
(o.o) o

 
(0.0) 80 ll 97 (18.3) 1 60 (9.8) 

50 l! o
 
(0.0) o

 
(0.0) 90 l! 179 (33.7) 235 (29.1) 

50 ~~ 1
 
(o.2) o

 
(0.0) lOO ll 127 (23.9) 176 (21.8) 

~
l
 

~~:$:l 619(100.0) 952(lOO.O) ~
I
 

~F] 531(lO0.0) 807(lO0.0) 
~~;~l ~~:F] 50 74 ~~~I~~* 138 219 
~
f
 

669 1,026 ~
f
 

669 1,026 

出所：前掲費料1982年版32頁図表26およぴ1983

　　　年版43頁図爽53から作成。

　注：1982年は曇任状の割合のみ。

出所1前掲賀料1982年版32頁図表25およぴ198コ
　　　年版榊頁図表56から作成。

　注：ユ992年は委任状の割合のみ。

よ
ぴ
表
2
2
に
関
連
し
て
、
法
人
株
主
か
ら
の
委
任
状
・

書
面
投
票
を
み
て
お
こ
う
。
表
％
は
、
こ
う
し
た
委
任

状
・
書
面
投
票
の
返
送
率
（
対
法
人
株
主
持
株
総
数
）

に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
2
5
か
ら
、
そ
の
返
送
率
（
対
法
人
株
主
持
株
総
数
）

は
回
答
企
業
の
大
半
（
七
〇
・
八
％
）
に
お
い
て
七
〇

－
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
八
二

年
と
ほ
ぽ
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
読
め
る
。
ま
た
表
2
6

は
、
議
案
に
対
し
「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
・
書

面
投
票
の
割
合
（
対
法
人
株
主
持
株
総
数
）
に
つ
い
て
、

そ
の
調
査
緒
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
6
か
ら
、

そ
の
割
含
（
対
法
人
株
主
持
株
総
数
）
は
回
答
企
業
の

圧
倒
的
多
数
（
九
三
・
七
％
）
に
お
い
て
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か

っ
た
と
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
商
法
下
の
委
任
状
勧
誘
・
書

面
投
票
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
H
①
書
面
投
票
制
度
を
採

用
し
た
企
業
は
少
な
か
っ
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、

八
二
年
と
同
じ
く
、
全
株
主
を
対
象
と
す
る
委
任
状
勧
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（15）　新商法下の株主総会と企業支配

誘
が
行
わ
れ
た
、
H
④
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、

全
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た
委
任
状
・
書
面
投
票
は
発
送
数
の
一
0

1
四
〇
％
に
留
ま
っ
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ

く
、
全
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た
委
任
状
・
書
面
投
票
は
発
行
済
株

式
総
数
の
五
0
1
八
O
％
に
の
ぱ
っ
た
、
旬
⑦
ほ
と
ん
ど
の
企
業

で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
・
書

面
投
票
は
ぜ
口
か
、
あ
っ
て
も
発
行
済
株
式
総
数
の
一
％
以
下
に

表27　犬株主懇談会の有無・目的

　　　　　　　　　　　　社数，（）内％

年次
回答

1982 1983

総会付識識案につき
事前の承認をえる

50（35．7） 16（25．8）

営業の状況を報告す
る

109（η．9） 50（80．6）

犬株主との一般的な
コミュニケーシ目ン

65（46．4） 52（83．9）

そ　の　他 2（1．4） 5（8．1）

開催した 140（21．2） 62（6－1）

開催しなかった 521（78，8） 947（93．9）

回　　答 661（100．0） 1，009（100．0）

無回答 8 17

計 669 1，026

出所：前招貿料1982年版31頁図表31およぴ1983年版34員
　　　図表お，36から作成。

す
ぎ
な
か
っ
た
、
◎
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、

「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
は
受
任
さ
れ
た
、
◎
多
く
の
企
業

で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
「
賛
・
否
」
の
指
示
の
な
い
委
任
状
・

書
面
投
票
は
発
行
済
株
式
総
数
の
五
〇
％
を
超
え
た
、
㈲
①
多
く

の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
法
人
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た

委
任
状
・
書
面
投
票
は
法
人
株
主
持
株
総
数
の
七
〇
％
を
趨
え
た
、

◎
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
法
人
株
主
か
ら

の
「
否
」
の
指
示
の
あ
る
委
任
状
・
書
面
投
票
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
、

と
o表28　大株主懇談会の対象とした大株主

　　　の範囲　　　　　　　社数．（）内％

年次
回答

1982 1983

100単位未満 8（5－8） 6 （8．3）

100単位以上 16（11．6） 14（19．4）

200 ” 8　（5－8） 5 （6．9）
300 〃 41（29－7） 14（19．4）

600 〃 16（11．6） 4 （5．6）

1，000 ” 49（35．5） 29（40．3）

回 答 138（100－0） 72（100，0）

無 回 答 531 954

計 一669
＝

l1・…

出所1出掲資料1982年版38頁図表39およぴユ983年版
　　　35頁図表3アから作成。
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一橋論叢 第91巻 第5号（16）

表29企業が接触している特殊株主の

　　　人数　　　　　　社数，（）内％

¥. ~p~~ ~l~~-(A¥ 
1982 1983 

o
 

5 (0.8) 32 (3.2) 

1-50 88 (13.8) 537 (54.4) 

5 l- 100 123 (19.3) 185 (18.7) 

101-200 172 (27.0) 134 (13.6) 

201-300 93 (14.6) 52 (5.3) 

301-400 51 (8.0) 16 (1.6) 

401-500 43 (6.8) 15 (1.5) 

501 l~･~L~ 61 (9.6) 16 (1.6) 

~I ~~;F, 636(lOO.O) 987(100.0) 

~~~l~~~* 33 39 

',"-+=t 669 1,026 

出所：前摺資料1982年版59頁図表69およぴ1983
　　　年版49頁図表64かち作成。

㈲
　
大
株
主
懇
談
会
の
突
態

　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
開
催
に
先
立
っ
て
、

大
株
主
懇
談
会
が
一
部
で
持
た
れ
た
。
そ
の
実
態
に
関
す
る
分
析

結
果
を
示
せ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
表
η
は
、
大
株
主
懇
談
会
の
有
無
・
目
的
に
つ
い
て
、
そ

の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
η
か
ら
、
大
株
主
懇
談

会
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
九
三
・
九
％
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
反
対
に
こ
れ
を
開
催
し
た
も
の
は
回
答
企

業
の
わ
ず
か
六
・
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

は
八
二
年
よ
り
も
か
な
り
減
っ
た
と
読
め
る
。
ま
た
表
2
7
か
ら
、

そ
の
目
的
は
有
回
答
企
業
の
大
半
（
八
三
・
九
％
、
八
O
・
六

％
）
に
お
い
て
「
大
株
主
と
の
一
般
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目

ン
」
ま
た
は
「
営
業
の
状
況
を
報
告
す
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
、

反
対
に
「
総
会
付
議
議
案
に
つ
き
事
前
の
承
認
を
え
る
」
こ
と
は

有
回
答
企
業
の
わ
ず
か
二
五
・
八
％
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
大
株
主
懇
談
会
が
八
二
年
よ
り
も
報
告
・
親
睦
会

的
性
楕
を
い
っ
そ
う
強
め
、
逆
に
根
回
し
会
的
性
楕
を
さ
ら
に
弱

め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
表
2
8
は
、
対
象
と
し
た
大

株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
2
8
か
ら
、
対
象
と
し
た
大
株
主
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
六

五
・
三
％
）
に
お
い
て
三
〇
〇
単
位
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
商
法
下
の
大
株
主
懇
談
会
の
実
態
は
つ

ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
o

多
く
の
企
業
で
は
、
大
株
主
懇
談
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
八
二
年
よ

り
も
か
な
り
滅
っ
た
、
H
こ
れ
を
開
催
し
た
企
業
の
多
く
で
は
、

大
株
主
懇
談
会
は
報
告
・
親
睦
会
的
性
格
を
八
二
年
よ
り
も
い
っ

そ
う
強
め
た
、
目
こ
れ
を
開
催
し
た
企
業
の
多
く
で
は
、
八
二
年

と
同
じ
く
、
対
象
と
し
た
大
株
主
は
三
〇
〇
単
位
以
上
の
も
の
で
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（17）　薪商法下の株主総会と企業支配

表30企業が接触している特殊株主の人

　　　数の増減　　　　　　社数，（〕内％

~tc~ 
~l~~* 1982 1983 

~>t~: ~ t:~~~t: 2 (0.3) 4
 
(0.4) 

~ :p/J*~~ ;~ t: 31 (4.9) 15 (1.5) 

t~ ~ /~ ~~;~#) ~ tJ:L* 337 (53.1) 84 (8.6) 

~~ //i.~~ 1･ t: 227 (35.7) 239 (24.5) 

~>t~: ~ ~~~l' It 38 (6,0) 635 (65.0) 
~
l
 

~~F' 635(100.0) 977(100.0) 

~!~ ~l~!~1;l 34 49 

~
f
 

I
 
669 l
 
1,026 

出所．前掲質料ユ982年版59頁図表70およぴ1983年版50
　　頁図表砧から作成。

ま

ず
一表

29

は

企
業
が
接＿

触↓

し

て
し、

る

特
殊
株
主
の

人
数
に

つ

る そ主は　　㈲あ
の）　’新　　　つ
実　と企商特た
態の業法殊　’
に腐は下株と
関れ特の主　。
す縁殊株の
る　を株主実
分み主総態
析ず（会
結か総を
果　ら会　。

を断屋開
示　ち　’か

せ切昨れ
ぱ　る　今た
’こ　の総
以　とい会
下　が　　　”
　　　わの　必　　　に
　　　ゆと　須　　　す

おとるる
りなプた
で　る　口　め

あ　。株に

表31商法改正に伴う今後の総会屋に対する姿勢

　　　　　　　　　　　　　　　　社数，（〕内％

回答
年次 1982 1983

ω改正後は一切総会屋とは接
触しないつもり

523（80．6） 650（63．1）

12廠正後は極カ総会屋排除に
努カしたい

85（13．1） 293（28．4）

13聡会屋にもそれなりの意義
があるのでその排除は考え
ていない

1（O．2） 12（1．2）

ω以前から総会屋とは一切接
触していない 40（6．2） 75（7．3）

回　　　答 649（100－O） 1，030（100，O）

無　回　答 20 28

計 669 1，058

出所：前掲資料1982年版60頁図表ア1およぴ1983年版50頁図表66から

　　作成。
注：璽複回答。

かか五○のい
め　な　四○人て
る　り　・人数’’

こ減四ではそ
と　つ％　あ　回　の

がたにっ答調
で　と　及た企査
き読んこ業結
る　め　だ　と　の果
。る　こ　’大を
つ　。とな半示
ぎこがか（し
に　の　分で八　た
表　こか　も六　も
31　と　る　一　・　の

はは。1七で
’　’そ五％　あ
商表れ○）る
法30は人に。
改に八がお表
正よ二回い29
につ年答てか
伴てよ企一ら
う　も　り業　1　’
今確　も　の二そ

58？



りΩ屋果後
も£　と　をの

少一は示特
し　．接し殊

弩パを窒
た　　　な　の　に
　　を
と　　いで対地占眈めつあす
め　　　も　る　る
　　たる　一　り　。企
。一　L　表業　　と
し　　　の　31　の
　　がか　　　も　か姿
し知のら勢
、れ　　　　は　　、　に
r　る　　　r
整；暑整…

後れ企後　・
はは業はそ
極八の一の
カニ過切調
総年半総査
会よ数会結

一橋論叢 第91巻第5号（18）

表32表31でl1H2〕と答えた企業の対応策

　　　　　　　　　　　　　　　社数。（　）内％

年次 1982 1983
回答

係員の増強などの社内体制の強
化

103（14－2） 109（10．6）

「緒殊暴カ防止対策連合協議会」
など総会星対策団体に加入

395（54．6） 637（62．0）

賛助金の打ち切り宣言文を総会
屋へ送付

104（14．4） 131（12－8）

そ　の　他 121（16．7） 150（14，6）

回　　　答 723（100－0） 1，02ア（100．O）

無　回　答 81 151

計 804 1，178

出所1前掲狡料1992年版6ユ頁図表72およぴ1993年版50頁図菱67から作

　　成。
注’璽複回答。

に打協企強増屋
見ち議業腰え排
い切会ののた除
だり』一弓壷娑…とに
さ宣な腰勢読努
れ言ど　の　を　めカ
る　文総姿示　る　し
。を会勢　し　。た
そ総屋は始こい
れ会対’めのL
は星策表たこと
八へ団32ことす
二送体のとはる
年付にrを’も

っ策賛対こにり
たの助策う対も
と　う金連ししや
読ち　の合たてや

表33商法改正を機とする総会屋の璽カ向の予想

　　　　　　　　　　　　　　社数，（　〕内％

年次 1982 1983
回答

隠退転向 270（27．8） 454（31．8）

偽装転身（ブラックジ
ヤーナル，右翼仮装団
体，偽装転業など）

421（43．3） 601（42，1）

不　　　明 270（2ア．8） 357（25．O）

そ　の　他 11．（1－1） 15（1．1）

回　　　答 972（l00．0） 1，427（100．0）

無　回答 18 19

計 990 1，446

出所1前掲資料1982年版62頁図表乃およぴ1983年版52頁図

　　表69から作成。
注：重複回答
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（19）　新商法下の株主総会と企業支配

め
る
ひ
さ
い
ご
に
表
∬
は
、
商
法
改
正
を
機
と
す
る
特
殊
株
主
の

動
向
の
予
想
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
3
3
か
ら
、
特
殊
株
主
は
回
答
企
業
の
大
半
（
七
三
・
九
％
）
に

お
い
て
「
偽
装
転
身
」
や
「
隠
退
転
向
」
を
図
る
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
八
二
年
と
変
わ
り
が
な
か
っ

た
と
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
商
法
下
の
特
殊
株
主
の
実
態
は
つ
ぎ
の

よ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
H
多
く

の
企
業
で
は
、
企
業
が
接
触
し
て
い
る
特
殊
株
主
の
人
数
は
二
〇

〇
人
ど
ま
り
で
あ
り
、
八
二
年
よ
り
も
か
な
り
減
っ
た
、
H
多
く

の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ
く
、
特
殊
株
主
排
除
に
向
け
て
強

腰
の
姿
勢
が
見
ら
れ
た
、
目
多
く
の
企
業
で
は
、
八
二
年
と
同
じ

く
、
特
殊
株
主
は
偽
装
転
身
や
隠
退
転
向
を
図
る
も
の
と
予
想
さ

　
　
　
＾
5
）
＾
6
）

れ
て
い
る
、
と
。

（
1
）
　
大
和
証
券
経
済
研
究
所
編
『
株
主
総
会
白
書
』
一
九
八
二
－
八

　
三
年
版
、
『
商
事
法
務
』
第
九
五
六
、
九
九
〇
号
、
所
載
。

（
2
）
　
議
決
権
を
有
す
る
総
株
式
数
は
、
発
行
済
株
式
総
数
か
ら
単
位

　
未
満
株
、
端
株
等
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
3
）
　
八
二
年
の
場
合
は
委
任
状
出
席
株
主
の
み
で
あ
る
の
で
、
厳
密

　
な
比
較
は
で
き
な
い
。
以
下
同
じ
。

（
4
）
　
「
接
触
」
の
意
味
は
八
二
年
と
八
三
年
と
に
お
い
て
異
な
る
。

　
八
二
年
に
お
け
る
そ
れ
は
金
品
の
授
受
を
伴
う
が
、
八
三
年
に
お
け

　
る
そ
れ
は
こ
れ
を
伴
わ
な
い
。

（
5
）
　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
も
参
照

　
さ
れ
た
い
。

　
　
全
国
株
懇
連
合
会
編
『
商
法
改
正
後
の
決
算
・
株
主
総
会
お
よ
ぴ

　
単
位
未
満
株
式
関
係
の
調
査
』
全
国
株
懇
連
合
会
、
一
九
八
三
年
九

　
月
。
（
6
）
　
旧
商
法
下
の
株
主
総
会
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
も
参
照

　
さ
れ
た
い
。

　
　
平
田
光
弘
『
わ
が
国
株
式
会
社
の
支
配
』
千
倉
書
房
、
一
九
八
二

　
年
。

三
　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
と
企
業
支
配

　
新
商
法
下
の
株
主
総
会
も
ま
た
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
企
業
運
営
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
株
主
の
総
意
を
決
定
す

る
企
業
最
高
の
必
要
機
関
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
う
え
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、
株
主
に
対
す
る
委
任
状
勧
誘
ま
た
は
株
主
の
書
面
投
票
を
通

じ
て
、
付
議
議
案
の
可
決
に
必
要
な
株
式
数
が
事
前
に
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
株
主
総
会
自
体
に
つ
い
て
も
、
旧
商

法
下
と
は
異
な
っ
て
、
特
殊
株
主
に
そ
の
進
行
役
を
ま
か
せ
る
例

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
付
議
議
案
の
審
議
に
か
か
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一橋論叢　第91巻　第5号　（20）

わ
る
菱
言
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ま
こ
れ
を
所
要
時
間
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
、
新
商
法
下
の
株
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

総
会
は
、
一
部
に
長
時
間
化
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
大
都
分

で
は
一
時
間
以
下
で
終
了
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
旧
商

法
下
の
株
主
総
会
と
大
差
が
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
同
じ
一
時
間
以
下
と
い
っ
て
も
、
旧
商
法
下
の
株
主
総
会
の

場
合
に
は
二
五
分
以
下
で
の
終
了
が
極
め
て
多
か
っ
た
の
に
対
し
、

新
商
法
下
の
そ
れ
の
場
合
に
は
二
五
－
六
〇
分
で
の
終
了
が
非
常

に
多
か
っ
た
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
違
い
は
、
新

商
法
下
の
株
主
総
会
が
総
じ
て
営
業
報
告
書
等
の
説
明
に
時
間
を

か
け
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
付
議
議
案
の
審
議
に
そ
れ
だ

け
の
時
間
を
か
け
た
こ
と
に
よ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
そ
こ
で
は
”
開
か
れ
た
総
会
〃
と
は
ほ
ど
遠
い
”
し
ら

け
総
会
”
”
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
総
会
。
が
大
勢
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
新
商
法
下
の
株
主
総
会
も
ま
た
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
と
同

様
、
意
思
決
定
の
場
と
し
て
の
機
能
を
な
ん
ら
果
た
さ
ず
、
形
骸

化
・
無
機
能
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
付
議
議
案
の
実
質
的
な
審
議
の
場
と
み
ら
れ
る
大

株
主
懇
談
会
や
大
株
主
と
の
個
別
の
接
触
を
通
じ
て
、
経
営
者
が

行
う
大
株
主
へ
の
事
前
の
根
回
し
の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
大
和
証
券
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
と
く
に
大
株

主
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
情
報
開
示
や
利
益
供
与
の
間
題

か
ら
、
こ
れ
を
取
り
や
め
に
し
た
企
業
が
八
O
社
も
あ
り
、
こ
れ

を
開
催
し
た
企
業
は
一
、
○
〇
九
社
中
わ
ず
か
の
六
二
社
（
六
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

一
％
）
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
を
開
催
し
た
企

業
の
多
く
に
あ
っ
て
は
、
旧
商
法
下
に
比
し
て
、
大
株
主
懇
談
会

は
本
来
の
根
回
し
会
的
性
椿
を
弱
め
、
か
え
っ
て
報
告
．
親
睦
会

的
性
樒
を
強
め
、
次
第
に
形
式
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

方
、
大
株
主
と
の
個
別
の
接
触
に
よ
る
根
回
し
に
つ
い
て
は
、
同

じ
く
事
前
の
憎
報
開
示
の
問
題
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の

企
業
で
行
わ
れ
た
か
は
、
調
査
が
な
く
、
定
か
で
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
ら
に
よ
る
大
株
主
へ
の
根
回
し
は
、
”
開
か
れ
た
総
会
”
を

旗
印
と
し
て
株
主
総
会
の
活
性
化
を
め
ざ
す
新
商
法
の
も
と
で
は
、

旧
商
法
下
に
お
け
る
よ
り
も
一
層
形
式
化
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
し
か
し
、
よ
し
ん
ぱ
新
商
法
の
も
と
で
こ
う
し
た
大
株
主
へ

の
根
回
し
が
形
式
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
根
回
し
と
し
て
の

実
質
を
失
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
報
告
も
親

睦
も
根
回
し
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
経
営
者
と
大
株
主
と

の
共
。
同
支
配
な
い
し
連
合
支
配
と
呼
び
う
る
も
の
が
見
ら
れ
る
、
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と
箪
者
は
解
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
”
長
時
間
総
会
。
の
最
近
の
事
例
と
し
て
は
、
例
え
ぱ
、
つ
ぎ

　
　
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
ソ
ニ
ー
（
二
二
時
間
三
〇
分
）
漸
阪
急
ホ
テ
ル
（
九
時
間
三
〇

　
　
分
）
な
ど
。

　
（
2
）
　
『
株
主
総
会
白
書
』
一
九
八
三
年
版
、
三
四
頁
、
図
表
∬
参
照
。

じ
よ
う
に
、
経
営
者
と
大
株
主
と
の
共
同
支
配
な
い
し
連
合
支
配

と
呼
び
う
る
も
の
が
見
ら
れ
る
、
と
筆
者
は
解
す
る
。
し
か
し
、

一
体
”
共
同
支
配
。
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
ま
た
企
業
の
業
繍
悪

化
の
と
き
、
そ
れ
は
ど
う
な
る
の
か
。
ー
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

き
明
か
す
こ
と
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
魑
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
教
授
）

四
　
結

新
商
法
下
の
企
業
支
配
に
つ
い
て
も
、
旧
商
法
下
の
そ
れ
と
同

（21）　新商法下の株主総会と企業支配
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